
特別支援学校中学部全体で
取り組むポジティブな登校支援

事例研究報告



１ 実践研究の目的・ねらい

• 年間30日間以上の不登校生徒数の増加

• 小学校時代から不登校状態に

• その要因や背景が多様化

• 担任や一部教員だけの負担感

生徒が安心して，自信を持って，
楽しく過ごせる学部（学校）をつくる。

不登校生徒と担任を学部全体で支える体制作り



２ 本校における SWPBS

第３層支援
登校支援
（５事例対象）

第２層支援
不登校予備軍

第１層支援
全体支援
（全生徒対象）



３ 研究の目的（具体的内容）

【生徒】

• 不登校の生徒の出席率の増加。

• 不登校予備軍の生徒（第2層支援）の減少。

【教員】

• 担任が一人で問題を抱え込まなくてもよい。

• 次年度，担任が替わっても同じ方向性で指導

できる。

• 教員のほめ方の向上と効果的なほめ方の共有。



４ 登校支援（第3層支援）研究方法

１）対象生徒
・平成29年度に年間30日以上

欠席している生徒 ４名

※措置入院の生徒を除く。

・平成30年度５月現在で

欠席が続いている生徒 １名

計 ５名



２） 登校支援の実施方法

①担任が毎日，登校記録表を記入。

（登校時間，欠席理由，教員の対応）



② 登校記録表をもとに，

事例検討会を実施。

（月１，２回）

③ 事例検討会で

話し合われた内容を

実践。



（１） 【実態把握】

＊（１）～（３）で約20分間

登校記録表を見ながら，事例生徒の現在

の様子について担任が説明する。

３）事例検討会の実施方法



（２） 【○の行動の共有】

（１）をもとに，チームの教員で話し合い，

生徒や保護者，教員が「○（適切）」の行

動を用紙に記入する。

せ 生徒
ほ 保護者
T1 担任
T 担任以外の

教員



（３）【短期目標】，【手立て・支援方法】の評価

２週間（１ヶ月）の間にその支援を実施したか

否かを話し合い，評価する。

（４）【短期目標の設定】 ＊（４）（５）で約20分間

次（２週間，もしくは１ヶ月後）の目標をチームで

考えて用紙に記入する。

（５）【手立て・支援方法の決定】

次の目標に向けて，次回の研修までに取り組む

支援方法を考えて用紙に記入する。



（６） 【チーム毎に発表】＊（６）で約15分間
１チーム２分程度ずつ，話し合われた内容
について発表する。

（４）（５）
目標・支援方
法の記録より



３）事例検討会
立案した支援・情報共有の内容

• 「行事など楽しいときだけ学校にくるのは適切

ではない」という教員の考え方を変える。（６月）

• 体育が苦手。体育でグリーンカード（めあてが

守れた人にもらえるごほうびカード）をもらえ

る機会を増やしてほしい。（６月）

• ポケモンの宿題を出す。作成に担任の負担

が大きいので，教員みんなで作成

する。 （12月）
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５ 登校支援 結果

１）事例２の登校率及び平均滞在時間



２） 本校における年間30日以上の
不登校の生徒数変化

（人数）
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３） 登校支援結果

• 登校率上昇が見られたのは，５事例中３事例。

• Ｒ元年度，４事例中３事例は，昨年度の研究後

（Ｈ３０年6月以降）と比較しても，登校率や滞在

時間とも大幅に上昇。

＜Ｒ元年度１２月末現在（H30年度登校率）＞

【登校率】 事例１ ２０ ％ （３８％）

事例２ ７７ ％ （２０％）

事例３ ８９ ％ （８１％）

事例４ ７９ ％ （５０％）



６ まとめ（教員アンケートより）

＜担任＞

・共通理解が深まった。

・様々な支援方法を知ることができた。

・チームで取り組み一体感があった。

・色々な話し合いを重ね，自分の考えに広がりが持てた。

＜担任以外＞

・対象チームや他チームの生徒の実態や経過を知ること

ができ問題を共有できた。

・生徒の気持ちに寄り添い，関わりが変わった。

・ポジティブな支援を行い，積極的に関わるようになった。



不登校の問題を学部全体の問題とし，全教員

で一貫したポジティブな支援の実施。

⚫短時間で効率的な話し合い

→事例検討会のシステム化

（記録，時間設定，○の行動からの話し合い等）

→話すことで生まれる，広がる，強まる

教員同士のつながり

⚫教員のほめる回数の増加，及び効果的なほめ方の

共有。

ここがポイント



⚫ 【行動目標設定表の作成】
・登校支援で活用した話し
合いの枠組みを利用

・全障がい種を対象とし，
全教員で作成（R元年度）

⚫ R2年度 「全教員で」

・共通の目標を持つ
・情報共有する
・全生徒の支援を実施する
・生徒にフィードバックする

今後の展開


